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	 	 た、民衆のなかでは、佐倉惣五郎などの義民や善政をしいたとされる江川	 	













	 	 方、祟る御霊から人神へというコースとは別に、生前に激しい力を持って	 	 	 	 	
	 	 いた存在が、死後神に祀られる場合が生じた。歴史的には近世の初頭で、	
	 	 その代表は豊臣秀吉と徳川家康というともに封建君主として勢威のあった	





































































































































































































































































































































科正之は、1671（寛文 11）年 61 歳の頃に土津霊社号を吉川惟足から受け、霊神の位に登
った。さらに、第二項第八目には、「神の自覺に住して自ら生祠二宇を設けた樂翁松平定
信公」の事例も見られる。松平定信（1758 年・宝暦 8 年—1829 年・文政 12 年）は、1784
（天明 4）年に封地白河において藩祖松平定綱を祀る霊廟を建立し、その後京都吉田家か



















	 第三項では、「生祀せる年時の明確には指点し難しきもの」として、計 26 例が見られる。
その中には、前田綱紀や小出大助などの事例が挙げられている。例えば、加賀の前田家五代






































表 1−1−1	 	 生祠に関する概況（『本邦生祠の研究』の事例より抽出	 	 筆者作表）	















































































































表 1−1−2	 21 社の生祠の概況（『郷土を救った人びと−義人を祀る神社』により、筆者作表）	






























白山神社	 白井矢太夫命	 江戸末期	 不毛の高地の水利開
発	
山形県飽海郡遊佐町	

















小出神社	 小出大助命	 享和年間	 代官としての仁政	 栃木県鹿沼市奈佐原町	
奈佐原神社境内	
鵜飼神社	 鵜飼佐十郎命	 明和年間	 代官としての善政	 栃木県鹿沼市藤江町東
原	
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	 	 	 表 2−1−1	 歴史上の有名な怨霊の概況（『跋扈する怨霊』に基づいて、筆者作表）	
怨霊とされた人	 年代	 怨霊になった理由	 具体的な祟り	 鎮魂対策	





















































妙であった。901（昌泰 4）年正月に時平と道真がともに従二位に叙されたのちの 25 日
に、道真は突然太宰権帥に左遷されることになった。左遷の理由は政敵の藤原時平の讒訴
であったと言われている。そして大宰府浄妙院で謹慎すること 2 年、天皇の厚恩を慕い望






たちに災禍が降りてきた。道真が亡くなった 5 年後の 908（延喜 8）年には、藤原菅根が
変死した。そして、道真公配流の張本人の藤原時平が三十九歳の働き盛りで死去したのは














































































	 仙台藩側の『東藩史稿』1巻之 6 によれば、山家公頼（通称山家清兵衛）は最上義光の家
臣であり、保春院夫人（義姫）が輝宗に嫁入りする時、義姫に從て伊達氏に来て仕えるこ














た。1620（元和 6）、年 1 月の大坂城石垣普請工事で共に奉行を務めた桜田元親が不正を
したと秀宗に讒訴したため、公頼は帰国して秀宗に弁明し、謹慎した。これは工事の進捗
状況の報告で公頼と桜田の報告に齟齬があり、公頼が正当だったので面目を失った桜田が
讒訴に及んだとされる。同年 6 月 29 日、秀宗の命を受けた桜田一派の家臣達が山家邸を
襲撃、翌未明に公頼らは討ち取られた。享年 42 歳である。山家事件に関する明確な史料
は見られないが、仙台藩の『伊達治家記録』などには多少の記録が残されている。	




	 	 郎秀宗〔ほか 53 大名〕……内郭東は…南は…西は…伊達兵五郎秀宗〔ほ	 	 	










	 	 黒頭巾ヲ以テ面ヲ覆ヒタル者数人（中略）宅ニ忍入リ	 椽ヨリ飛上リテ、直チニ蚊帳	
	 	 四方ノ緒ヲ切断シテ呼テ曰ク、藩中ノ請ニ依テ、命ヲ蒙リ討ツト、祭神忽チ枕頭ノ刀	













































	 	 	 	 	 表 2−2−1 山家清兵衛年表（『愛媛県史	 近世上』に基づいて	 筆者作表）	
年号（西暦）	 	 	 	 	 	 	 	 事項	 災害	
元和元年（1615）	 秀宗、宇和島郡入城	 	
元和 6 年（1620）	 山家清兵衛没	 	
寛永 8 年（1631）	 森安の八面大荒神に小社を建て、児玉明
神として祭祀	
	
寛永 9 年（1632）	 桜田玄藩横死	 	
寛永 14 年（1637）	 藩主秀宗中風	
病床に臥すこと多くなった	
	
寛永 21 年（1644）	 秀宗長男宗実 33 歳で病死	 	
正保 2 年（1645）	 江戸御屋敷江大立目左衛門雷死	 落雷	
慶安 2 年（1649）	 	 大地震	
同 3 年	 （1650）	 江戸御上屋敷江雷落し、三浦甚太夫、服
部庄太夫両人、下人共ニ絶死	
落雷	
承応２年（1653）	 秀宗次男宗時 39 歳で早世	 	


















享保 13 年（1728）	 吉田家から明神号、大明神となる	 	
享保 14 年（1729）	 	 虫害、洪水	
享保 20 年（1735）	 鎌江城趾に遷宮	 	
元文 3 年（1738）	 和霊祭礼、和霊に五穀豊穣祈祷	 	
 43 























                                                












































図 2—4−1	 和霊神社の地図	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 2—4−1	 宇和島和霊神社本社	
















	 現在の和霊大祭・うわじま牛鬼まつりは毎年の 7 月 22 日から 24 日にかけて開催され





ら参詣にくるという記録もみられる。夜の 19 時から 22 時まで宵宮祭が行われ、神事への





























	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 2−4−1	 和霊大祭・うわじま牛鬼まつりの行事表	
	 	 	 （2018 年第 52 回和霊大祭・うわじま牛鬼まつりの行事表を参照し、筆者作表）	 	 	 	 	
	 	 	 行事名	 	 時間	 会場	
牛鬼煙火打上（昼玉）	 13:30～（7 月 22 日）	 淨念寺裏山	
牛鬼うわじまガイヤカーニバル
（子供の部）	





（7 月 22 日）	
中央町ふれあい広場	
牛鬼煙火打上（昼玉）	 16:30～（7 月 22 日）	 淨念寺裏山	
牛鬼うわじまガイヤカーニバル
（一般の部）	





（7 月 23 日）	
南予文化会館大ホール	



















（7 月 23 日）	
中央町ふれあい広場	
牛鬼宇和島おどり大会	 17:00～20:30 頃	
（7 月 23 日）	
きさいやロード	
和霊宵宮祭	 19:00～（7 月 23 日）	 和霊神社	
	
[牛鬼海上打ち上げ花火	 20:30～21:10	




（7 月 24 日）	
市営闘牛場（有料）	
牛鬼打吹童子ばやし演奏	 12:00～12:20	
（7 月 24 日）	
牛鬼すとりーと	
牛鬼親牛鬼パレード	 12:50～16:30 頃	
（7 月 24 日）	
牛鬼すとりーと～須賀川	
[和霊子ども行列	 13:00～15:00	
（7 月 24 日）	
和霊神社～街頭	
[牛鬼煙火打上（昼玉）	 15:00～20:30	





（7 月 24 日）	
中央町ふれあい広場	
[和霊神輿渡御発輿式	 17:30～（7 月 24 日）	 和霊神社	
[和霊御旅所祭	 19:00～（7 月 24 日）	 丸之内和霊神社	
牛鬼仕掛花火	 20:10～（7 月 24 日）	 須賀川	
和霊海上渡御	 20:15～21:00	
（7 月 24 日）	
新内港～樺崎	
牛鬼打ち上げ花火	 20:40～（7 月 24 日）	 丸山公園運動広場	
[和霊走り込み	 20:50 頃〜	




















表 2−5−1	 全国における和霊神社の分布（『愛媛県史	 学問・宗教』より、筆者作表）	








で、毎年の 8 月 9 日（太陽暦）に祭典が行われていた。『東一番丁物語』によれば、明治
維新前には山家氏の邸内に山家明神と言う小祠を祀ってあった。これは山家氏の祖先が、
山家清兵衛を祀った宇和島の県社、山頼和霊神社を分霊したのである。この山家豊三郎













































                                                





輿渡御及び一部の余興によって構成されている。筆者は 2017 年 7 月 22 日、23 日に開催し
た第 38 回一番町三社まつりを事例にフォーラス・和霊神社の祭礼に考察を行った。ま
ず、7 月 22 日（土）の宵祭には、午前 11 時からフォーラス屋上の和霊神社において、桜
岡大神宮の神職により修祓、降神式や祝詞奏上などの神事が執行された。山家氏 14 代目
の山家守雄氏が祭主として、一番町一番街商店街振興組合の理事長をはじめとする関係者






	 	 	 	
写真 2−4−2	 フォーラス・和霊神社の例祭	 写真 2−4−3	 一番町三社まつりの神輿渡御	




	 1973 年（昭和 48）に、元々立町通りにあった和霊神社が山家氏邸と共に台原に遷され
てからも、毎年の 8 月 9 日に例祭を行う伝統が受け継がれている。特に、十年ぐらい前か
ら、県内県外（近隣の県、山形等）のほかの山家家子孫から毎年の例祭に参加したいとい
う願望が出された。それ以来、県内県外十数名程の山家家子孫が毎年の例祭に参列するよ
うになってきた。2017 年 8 月 9 日に行われた例祭としては、午前 11 時から始まり、東照
宮の神職（1 名）が神事の部分を執行し、14 代目の山家守雄が祭主として、一番町一番街









写真 2−4−4	 仙台台原にある和霊神社	 	 	 写真 2−4−5	 台原・和霊神社の例祭	











































































                                                
4	国史大辞典編集委員会、『日本国史大辞典』（吉川弘文館、1999）211 頁を参照。	
















































































































































































































































































































	 	 	 	
人	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 神	


















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 3−4−1	 『五穀太平記』の記録	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （『五穀太平記』の内容により、筆者作表）	
非業の死（犠牲・献身） 
 69 
9.17（寛延 2 年）	 山王社に集会、密議、「天狗廻状」を回
した。	
10.2	 68 カ村の 1 万 6 千 8 百余名の農民が集結
し、代官所にせまった。	
10 月 2 日以後、全く期日の記載はなし、結末としては神山が彦内の亡霊におびえて、自
刃した。	
	



































































































るる協力に依り、立派な「半左衛門太子」が完成された。祭礼の 4 月 17 日には地域の老
































	 写真 3−5−1 福源寺の山門	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 3−5−2 福源寺境内にある義民の供養碑	
（2016 年 4 月 17 日	 筆者撮影）	 	 	 	 	 	 （2016 年 4 月 17 日	 筆者撮影）	 	
	 	 	
	 写真 3−5−3	 福源寺境内にある義民彦内霊堂		写真 3−5−4	 「義民彦内像」祈祷攸	





















































	 	 一、伊達の長岡村民よ	 	 音に聞えし我が祖先	
	 	 	 これぞ忘るな彦内ぞ	 義の為立ちたる犠牲者よ	






	 	 二、すべて心は泰山の	 	 雲をばしのぐ上に置き	
	 	 	 清きけだかきかんばしき	 	 自然の心を友として	
	 	 三、努め努めよ村民よ	 	 義の為ならば彦内と	
	 	 	 同じ義侠の心持て	 	 粉骨砕身勉むべし	
	 	 四、我らの命はこの世のみ	 名誉は遠く天地と	

































	 1970（昭和 45）年 3 月、福源寺の住職岡本大憲が彦内墓石の傾きが甚だしいと痛感し、







募金に奔走した。1971（昭和 46）年、4 月 17 日彦内の処刑の日に落慶式並び大法要が執

























	 	 寛延二年の秋深き	 	 数年続きの凶作に	 	 暴虐非道の代官は	 	
                                                
17	同上：118 頁を参照。	
 80 
	 	 剛慾年貢で私利私慾	 凄愴悲惨の農民は	 	 飢えと寒さの生地獄	
	 	 天狗廻状立ち挙がる	 戦々免租を嗷訴して	 潔く関る詮議に自首出て	

























	 現在の三義民供養祭に来る参列者は毎年 60 名ぐらいで、ほとんどは寛延三義民顕彰会
の会員であり、わずか 10 人ほどが無所属の人たちである。参列に来る顕彰会会員の中に
は、伊達町郷土史研究会会員、福源寺関係者（宗教者の他に、役員、婦人会会員、梅花講





写真 3−5–5	 寛延三義民記念碑の前の供養行事	 写真 3–5−6	 三義民記念碑前の法要	
（2016 年 4 月 17 日	 筆者撮影）	 	 	 	 	 	 （2016 年 4 月 17 日	 発表者筆者撮影	 ）	
 82 
	 	
写真 3−5−7	 本堂での行事―義民讃歌の献上	 写真 3−5−8	 彦内墓前の法要、進前焼香	 	 	 	 	 	

























































































































































圧のための「神仏分離・廃仏毀釈」の宗教政策を施した。維新政府は 1868(明治 1)年 1 月 17
日の第 1 次官制で神祇科をついで神祇事務局、神祇官をおいて、復古神道説の立場にたつ国
学者や神道家を登用し、彼らに新たな宗教政策を推進させた。同年 3 月 13 日に祭政一致の
制度にもとづいてすべての神社が神祇官の付属とされることが定められ、排仏運動が進め
られ、神仏分離が推し進められる中で、国家の祭祀と結びついた神道が浮かび上がってきた。


















もっとも多く 382 社（65.2％）、天皇皇族 56 社（9.5％）、人臣 75 社（12.8％）となり、
残りはその組み合わせである［森岡	 2003：125］。明治以降に大量に創建された藩祖・藩
主神社は割合の第２位の人臣の中に含まれている。森岡によると、そのうち 48 社が旧藩主

































は 1567（永禄 10）年 8 月 3 日、16 代藩主輝宗の長男として米沢城で生誕した。母は北方最
上義姫、幼名梵天丸である。18 歳で家督を相続し伊達家第 17 代の当主となった。小田原か
ら関ヶ原という主要な戦いに参加し、数々の功績をあげ、卓越した武将として南奥羽を支配
し、「独眼竜政宗」の異名を天下に轟かせた。1591(天正 19)年豊臣秀吉の命により、米沢か





















































                                                
19	平重道、『伊達治家記録四』（宝文堂、1974）239 頁を参照。	
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臣と 5 人の陪臣が殉死した。6 月 23 日には仙台の覚範寺で葬儀が行われた。位牌は松島の
瑞巌寺に安置されたが、藩主忠宗の焼香のため江戸における菩提寺の東禅寺にも位牌が置
かれた。その後の 9 月 5 日、瑞巌寺においては「貞山公百箇日の御法事」が執行された。
1637（寛永 14）年 5 月 22 日から 24 日まで「貞山公一周忌御法事」が行われ、伊達安房殿
成実が名代で、覚範寺、大安寺や資福寺の法師も法事に参与した。1638（寛永 15）年 5 月
24 日には、「貞山公三回忌」が瑞巌寺で行われ、1642（寛永 19）年 5 月 21 日、「貞山公七
回忌」の法事が執行された20。1648（慶安元）年 5 月 24 には、忠宗の命令で「貞山公十三回
忌」が瑞巌寺において執行され、雲居和尚の拈香法語があり、府官県吏が参列した。1652（承
応元）年は忠宗が仙台在国に当たり、2 月 22 日～24 日に瑞巌寺において「貞山公十七回御
正忌」の法事が執行され、忠宗が御参詣焼香をし、一門・一家・一族の輩及び惣士に至るま
で各参詣した。その後、忠宗は 1655（明暦元）年 5 月 24 日、1657（明暦 3）年 5 月 24 日に
瑞巌寺を参詣した。1658（万治元）年 5 月 24 日には「貞山公二十三回忌」が瑞巌寺で行わ
れ、20 日晩より法事があり、名代田村右京宗良、総奉行富塚内蔵重信などが法事に参列し
た21。1662（寛文 2）年 5 月 24 日には「貞山公二十七回忌」、1668（寛文 8)年 5 月 22 日か
ら 24 日まで「貞山公三十三回忌」の法事が瑞巌寺で執行された22。そして 1685（貞享 2）年
5 月 24 日には「貞山公五十回忌」の法事が瑞巌寺で行われ、三代藩主綱村は瑞巌寺を参詣
した。その後、1735（享保 2）年 5 月 24 日には「貞山公百回忌」、1785（天明 5）年 5 月 24
















































と瑞鳳殿の本殿厨子正面に安置されていた。木像の姿は、1626（寛永 3）年政宗が 60 歳の




後、1646（正保 2）年 5 月 24 日、1654（承応 3）年 5 月 24 日、二代藩主忠宗は瑞鳳殿を参
詣した。三代藩主綱宗は 1660（万治 3）年 5 月 24 日には江戸の増上寺（徳川家菩提寺・徳
川将軍墓所）・東昌寺（伊達家菩提寺）を参詣した。四代藩主綱村は 1664（寛文 4）年 5 月
24 日、1667（寛文 7）年 5 月 24 日には東禅寺を参詣した。1673（延宝元）年 5 月 24 日には
東禅寺・増上寺を参詣し、1676（延宝 3）年 5 月 24 日には増上寺を参詣した。	
		瑞鳳殿の歴史からみれば、政宗は生前にみずから自分の死後の祭祀の形式を定めたと言





















		1676（延宝 4）年正月 2 日には、綱村は祠堂を参詣した後、学問所で読書始として孝経を
読んだ。1677（延宝 5）年正月元日には、祠堂御祭があり、神主を祭祀し、聖像を拝礼した。
同年 5 月 24 日には「貞山公正忌御祭」があり、藩主綱村は祠堂と瑞鳳寺を参詣した。これ
より以降、年回忌ではない祥月命日にも祭祀を行うようになった。このように、綱村が在国















































		こういう神社創建の風に乗って、1873（明治 6）年 10 月、旧藩士小泉長善をはじめとす
る有志によって、伊達政宗を奉祀する神社の創建を宮城県に請願し、宮城県は意見を付けず























県庁に請願した。その社格については、その創建記録によれば、同 7 年 1 月、小泉はその社
格を県社にしようと求める請願書を宮城県庁宛に出した。同年 6 月、県庁から許可が出さ
れ、県社に列された。県社に列格されたのを機に、同年 7 月 1 日より創営に着手し、本殿・






























図 4-4-1：青葉神社周辺地図	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 4-4-1：青葉神社の入口と看板	
	 	 （google 地図により	 	 筆者作成）	 	 	 （2015 年 9 月 10 日	 	 筆者撮影）	
	 	 	 	 	
	 写真 4−4−2：青葉神社の拝殿	 	 	 	 	 	 	 写真 4−4−3：境内にある祖霊社	




録により、造営の翌年から政宗の命日である 5 月 24 日には、毎年大祭典を執行したことが
わかる。秋の例祭は政宗が中納言に任命された日（寛永 3 年の 8 月 19 日）を新暦に換算し
た 10 月 9 日・10 日に催されているが、それがいつ始まったかに関する記録は見られない。




青葉神社の祭典が既に記事になったことがわかる。1875（明治 7）年 10 月 23 日の『官許東
北新聞』が初めて「青葉神社」の創建に関する記事を掲載した。『陸羽日日新聞』の記事に





記事がほぼ毎年掲載されている。1883（明治 16）年 5 月 21 日の記事には、青葉神社祭典の
式次第が載せられている。その式次第によれば、祭典は 5 月 22 日～5 月 26 日の五日間にわ











記事も見られるようになった。1897（明治 30）年 5 月 23 日の記事には「旧藩王公を祀れる
                                                
32『奥羽日日新聞』1889 年 5 月 25 日、マイクロフィルム版を参照。	





（明治 33）年には 10 月の祭典が初めて新聞記事に記されている。10 月 11 日の記事によれ
ば、祭事に関わる人は 9 日より斎戒し、10 日には一條十郎が祭主で、総代員青葉追遠会長
藤庸治氏と 99 名の青葉講員が祭事に参列した。境内には祭文読と騎射や剣術などの余興物
が行われ、賑やかな様子を呈した。1902（明治 35）年の 10 月の記事には、秋の「青葉神社















                                                
34『河北新報』1897 年 5 月 23 日（朝刊）河北ライブラリーを参照。	
35	『河北新報』1902 年 10 月 9 日（朝刊）河北ライブラリーを参照。	
 102 
後世人心を威化するの力実に大なるが、其の英霊を祀る青葉神社の境内は陋小なる」36と青









年の秋の例祭では本殿落成式が行われた。1924（大正 13）年 5 月の祭典には、献膳式、伊
達家の代拝、神輿渡御、甲冑武者行列などの祭礼もあり、騎射、神楽、花火などの余興物も
あった。例年にない程の人出あり、近郷近在よりの人出も夥しく非常の殷賑を極めた。1925









                                                
36	『河北新報』1907 年 5 月 24 日（朝刊）河北ライブラリーを参照。	






















	 	 	 	 	 	 	 	
図 4−4−2：三百年祭青葉神社参拝者の雑踏		 	 	 図 4−4−3：奉献された政宗の御尊像	
（『縣社青葉神社三百年祭典誌』より）									（『縣社青葉神社三百年祭典誌』より）	
	
		 1937（昭和 12）年からは戦争期に入り、『河北新報』は 8 年間連続で青葉神社における
「武運長久祈願」について様々な報道をした。1937（昭和 12）年 10 月の例祭では、荘厳の
祭儀のほかに、皇軍武運長久の祈願祭も行われた。1938（昭和 13）年 5 月の例祭では、藩




士の武運長久を祈願したという。1941（昭和 16）年 5 月の例祭では、皇軍の武運祈願が行
われ、同年 10 月の例祭では仙台市内の学生は早朝 5 時から団体参拝で、県下国民学校、男
女中学校生徒、銀行、会社は藩祖公の偉業を偲ぶため休校、休業した。1943（昭和 18）年
10 月の例祭では、荘厳な神事のほかに、一般庶民が陸続として参拝し、戦勝完遂、武運祈


































































としても多くの参拝者が訪れている。2017 年 12 月 31 日の『河北新報』と『産経ニュース』
の〈新春ガイド・宮城初詣〉として、瑞鳳殿が掲載されている。年末年始に際して、瑞鳳殿
は無料観覧になるので、参拝者の具体的な人数は統計されていないが、筆者が 2017 年度の








	 	 	 	 	 	 	
写真 4−5−1	 瑞鳳殿・政宗の木像	 	 	 	 	 	 	 	 写真 4−5−2	 瑞鳳殿・初詣の参拝者	






















5 月 24 日の午前 11 時から神事が行われ、午後は境内で「江戸かっぽれ」などの伝統芸能が
奉納される。翌日の 25 日にも、有志による横笛や詩吟などが奉納される。	
	 	 	 	
写真 4−5−3	 青葉神社例祭の玉串奉奠	 	 写真 4−5−4 市民広場における青葉まつりの神事	



















































































































































































































































































	 	 山谷寺町の入口に痔運霊神あり此ところに	 	 来りて痔疾のいたみをねが	
	 	 ふに其しるしたちまち	 	 なり俗にこれをさんやの痔の神といふ浅草	 	 	
	 	 山谷にいたりて是をたづぬればあまねく痔の	 	 神とて諸人のしる所なり	
	 次に、街談巷説奇聞の類を集めた『耳袋』の巻の四には、「痔の神と人の信仰おかしき
事」という話が記録されている。『耳袋』は近世後期、根岸鎮衛(1737‐1815)が著した随






















	 そして、江戸・小日向（現・文京区）廓然寺（浄土真宗・明治 12 年廃寺）の住職だっ
た十方庵敬順（1762‐1832）が隠居後に各地を旅した先での見聞を詳細に記録した『遊歴
雑記』の中には次のような話がある。	





































































































写真 5−2−1	 京都本教寺における小祠	 	 	 写真 5−2−2	 京都頂妙寺にある秋山自雲霊神堂	















自雲の木坐像が置かれている。この木坐像は毎年の 1 月 21 日の例大祭に開帳する。本性












写真 5−2−3	 東京・本性寺の山門	 	 	 	 	 	 	 	 図 5−2−1	 本性寺の境内構図	















写真 5−2−4 本性寺・秋山自雲の墓	 	 	 	 	 	 	 写真 5−2−5	 本性寺・題目堂	
（2018 年 5 月 27 日	 筆者撮影	 ）	 	 	 	 	 	 （2018 年 5 月 27 日	 筆者撮影	 	 ）	
	
	 	
写真 5−2−6	 題目堂の内部・真ん中は秋山自雲位牌	 写真 5−2−7 秋山自雲霊神祈祷名簿	
（2018 年 5 月 27 日	 筆者撮影	 	 ）	 	 	 	 	 	 （2018 年 5 月 27 日	 筆者撮影	 ）	





























	 	 	 	 	 	 	 表 5−2−1 全国における秋山自雲霊神を祀る社寺	
	 	 	 	 	 （『日蓮宗寺院大鑑』や各寺院 HP により、筆者作成）	
	 寺院名	 	 宗派	 所在地	 秋山自雲霊神との関連	
1	 本性寺	 日蓮宗	 東京都台東区清川 1-1-2	 秋山自雲霊神の墓	
題目堂（木像安置）	
2	 妙泉寺	 日蓮宗	 神奈川県小田原市本町３-13−35	 秋山自雲霊神の木座像を
祀る	
3	 本教寺	 日蓮宗	 京都府京都市伏見区東大手町
778	
秋山自雲霊神の祠	
4	 妙堯寺	 日蓮宗	 京都府京都市上京区西東町 339	 秋山自雲霊神の墓	
5	 宝塔寺	 日蓮宗	 京都府京都市伏見区深草宝塔寺
山町 32	
秋山自雲霊神の墓	
6	 圓成寺	 日蓮宗	 京都府京都市北区鷹峯北鷹峯町
24	
秋山自雲霊神の墓	
7	 頂妙寺	 日蓮宗	 京都市左京区大菊町 96	 秋山自雲霊神堂	
8	 本成寺	 日蓮宗	 京都府京都市伏見区石屋町 511	 地蔵堂に秋山自雲居士の
位牌を祀る	












12	 自安寺	 日蓮宗	 大阪府大阪市中央区 5-13	 秋山自雲霊神の墓	
13	 興覚寺	 日蓮宗	 大阪府堺市堺区櫛屋町東 4−2−９	 秋山自雲霊神の墓	
14	 本妙寺	 日蓮宗	 兵庫県宝塚市小浜５丁目 17-15	 秋山自雲霊神の墓	
15	 国分寺	 真言宗	 岐阜県高山市総和町 1-83	 秋山自雲霊神堂	
16	 妙圀寺	 日蓮宗	 石川県七尾市小島町り部 166 甲	 秋山自雲霊神の墓	
秋山自雲霊神祭礼 9.21	
17	 三宝寺	 日蓮宗	 石川県金沢市東山 2 丁目 25-5	 秋山自雲霊神の木座像	
18	 妙光寺	 日蓮宗	 長野県上田市中央 3 丁目 8-30	 秋山自雲霊神の墓	
19	 妙泉寺	 日蓮宗	 岡山県岡山市南区古新田 633	 秋山自雲霊神堂	
秋山自雲霊神祭礼 8.1	
20	 蓮照寺	 日蓮宗	 広島広島市東区牛田東 3-3-11	 秋山自雲霊神の祠	
21	 大法寺	 日蓮宗	 大分県中津市	寺町 966	 秋山自雲霊神堂	














































































写真 5−3−1	 福助株式会社が使用する福助のイメージ	 写真 5−3−2	 伊吹山亀屋の福助	























	 	 治三十五年頃、四十七歳にて福島縣須賀川町に死せりと云ふ。［菊田 1933:556］	
 136 
	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 写真 5−3−3 千葉写真館が作った仙台四郎の絵葉書	






	 	 何処の車夫にや名は聞き洩せしが、車を曳行く途中、四郎に出会し、「ヤイ、	 	 	 	
	 	 四郎、此車曳ていけ」と命ぜしかば、四郎は喜び勇んで跳行くと、柳町辺に	

































	 最後、明治 33 年 9 月 4 日の『東北新聞』には、四郎が地元だけではなく、隣県の山形
では人気者として歓迎されていた様子が描かれている。	














福ノ神	 仙台四郎君	 ▲笑フ門ニ福來ル▼	 泣ヒテ暮スモ笑フテ暮スモ自分ノ心ノ持チ方






















	 仙台四郎がいかに発展してきたかについて、栗野邦夫は 1882	(明治 15)年から 1993	(平
成 5)年までを五つのブーム期に分けて検討を加えている［栗野	 1993:170-175］。まず、
1882	(明治 15)年から 1917	(大正 6)年までを第 1 期とする。この時期四郎は何回も新聞に
報道され、死後、千葉写真館の千葉真一によって四郎の写真が公開され、「仙臺四郎」と
命名されている。第 2 期は 1918(大正 7)年から『仙台人名大辞典』に掲載された 1933(昭
和 8)年まで。第 3 期は 1935(昭和 10)年から 1980(昭和 55)年まで。この時期、仙台四郎は
様々な書誌に取り上げられた。第 4 期は 1986(昭和 61)年から 1993	(平成 5)年まで。この
時期新聞、書誌だけではなく、テレビも四郎を取り扱いはじめた。一方、仙台中心街にあ









































		 	 	 	
写真 5−3−4	 三瀧山不動院大祭に	 	 	 	 	 	 	 写真 5−3−5 店頭に販売されている	
出される仙台四郎の像	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 仙台四郎のグッズ	
（2017 年 7 月 28 日	 筆者撮影）	 	 	 	 	 	 	 （2017 年 7 月 28 日	 筆者撮影）	
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写真 5−3−6	 居酒屋・伊達藩長屋酒場にある	 	 	 	 写真 5−3−7	 仙台利久中央通り店に	
仙台四郎の像	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ある仙台四郎の像（レジに置かれる）	
















	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 5−4−1	 福助と仙台四郎の対照（筆者作表）	
対象	 福助	 仙台四郎	
名前	 叶福助	 芳賀四郎	
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